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研究成果の概要（和文）：本研究では航空機騒音によるノイズマップの推計手法から活用方法までを網羅的に研
究した。ノイズマップの推計に関しては航路データの収集・蓄積システムを開発し、得られたデータベースから
ノイズマップを推計する手法を構築した。ベトナムの主要3空港においてノイズマップの推計と実測調査を実施
することで、システムの精度検証を実施し、本システムの有効性を確認した。また、空港周辺地域のアンケート
調査データを地理空間情報とし、ノイズマップとオーバーレイすることで、空間分析による暴露反応関係の導出
を可能とした。また我が国におけるノイズマップの情報公開に向けた問題点を整理した。

研究成果の概要（英文）：The estimation method of the noise map by aviation noise and its application
 are comprehensively studied. In order to estimate the noise map, a system for collecting and 
storing flight route data has been developed. A method for estimating noise maps from the database 
has also been developed. The estimation of the noise map and the actual noise survey have been 
carried out at the three major airports in Vietnam. The effectiveness of this system was verified 
through accuracy verification. In addition, the questionnaire survey data for the area around the 
airport were converted to geospatial information and overlapped with noise maps to derive 
exposure-response relationships through spatial analysis. Finally, we have identified the problems 
for the information disclosure on the noise maps in Japan.

研究分野： 建築環境工学

キーワード： ノイズマップ　地理空間情報　航空機騒音

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで我が国では環境アセスメントなどの狭い範囲でのノイズマップ推計を実施するにとどまっており、広域
騒音推計による結果を用いた空間分析により、地域住民の騒音被害を定量的に推定する試みはみられなかった。
本研究成果により、航空機騒音のノイズマップ推計に関してはデータ収集から空間分析までの一連の手続きを確
立することができたため、これまで実測調査ベースで行われてきた騒音影響評価研究に変革をもたらすと期待で
きる。またノイズマップの情報公開に関しても問題点等を整理し、学会での発表や学会誌での問題提起を行った
ため、今後の情報公開に関する議論の礎を築くことが出来たと考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
，欧州では 2002年に Environmental Noise Directiveを発令し，欧州各国に対して国内全域のノ

イズマップ（図 1）の作成を義務付けた。その後，ノイズマップを作成するために，
HARMONOISE/IMAGINE プロジェクトや CNOSSOS-EU プロジェクト等，極めて大規模な研究
プロジェクトを始動し，今日に至るまで続いている。我が国では欧州より早い 2000年に騒音に
係る環境基準が改正され，それまで地域を代表する地点で騒音レベルを実測していた評価方法
（点的評価）を，地理空間情報等を活用した推計に基づく幹線道路沿道全域の評価（面的評価）
へと舵を切った。しかしながら，当時は地理空間情報の電子化があまり進んでおらず，実効性の
乏しいものとなっている。 
 
２．研究の目的 
本研究では以下の 5項目の内容について研究することを目的とする。 

① 基盤的要素技術：本研究では航空機騒音に着目する。航空機の航路は気象等の影響により異
なる。そこで、国内全域の航路情報（緯度、経度、高度、速度等）をリアルタイムに入手し、
時々刻々の航空機飛行経路データベースを作成し、航空機騒音源の空間モデルを生成する
技術を開発する。 

② ノイズマップの試算：空間分析を見据え、地理情報システム（GIS）を援用した広域騒音予
測計算システムを開発する。本ツールを用いて広域のノイズマップを作成するため、空間モ
デルの入力の自動化を実現する。 

③ 精度検証手法：騒音レベルデータベースとノイズマップとを比較することで、ノイズマップ
の精度検証を行う。 

④ 空間分析：地理空間情報を用いて GISを活用した空間分析を行い、騒音影響評価を実施し、
ノイズマップの有用性を明らかにする。 

⑤ 情報公開：国外の騒音及び、国内外の環境情報に関する情報公開の現状を調査するととも
に、我が国における騒音の情報公開のあり方について検討する。 

 
３．研究の方法 
上記の研究目的を達成するため、以下の方法で研究を実施した。 
① 基盤的要素技術では、既存の ADS-B受信網を用いた航空機の航跡データベースを提供して

いるサービスを活用し、航路データ収集システムを開発する。開発したシステムを用いて、
空港周辺地域における航路データベースを構築する。 

② ノイズマップ試算では、Integrated Noise Modelを援用し、広域騒音推計計算方法を構築する。
構築した予測計算手法を用いて、空港周辺地域における航空機騒音のノイズマップを試算
する。 

③ 精度検証手法では、騒音推計対象地域における複数地点で長期間にわたる航空機騒音実測
調査を実施し、航空機ノイズマップの精度検証を試みる。 

④ 空間分析では、空港周辺地域におけるアンケート調査および GPSロガーを用いた地理空間
情報の取得により、騒音曝露に対する反応量データベースを構築する。試算したノイズマッ
プと反応量データを GIS 上でオーバーレイすることで、空間分析を実施し、騒音暴露によ
る人への影響を明らかにし、ノイズマップの有用性を検討する。 

⑤ 情報公開では、国内外の情報公開事例を調査し、ノイズマップ公開に向けた方針を整理す
る。 

 
４．研究成果 
得られた研究成果を研究の目的別に述べる。 
① ノイズマップ描画のための基盤的要素技術：航空機飛行経路の時系列データを整備するた

め、民間航空機が搭載している「自動従属監視放送（ADS-B）」を受信し、航路データベー
スを構築するためのシステムを開発した。本システムでは、ADS-B信号の取得範囲（緯度・
経度で長方形）や取得間隔等を任意に設定できるよ
うにしており、対象範囲を飛行している航空機の機
種や位置（緯度・経度・高度）、対地速度等が取得
できる。データ取得には、Flightradar24のトラッキ
ングデータに加えて FlightAwareのトラッキングデ
ータも収集し、両データを統合することでそれぞれ
の欠落データを補うことができるものとした。空港
内といった離発着時の航路データの欠落について
は、対象空港近くに ADS-B信号受信アンテナを設
置することでデータ収集可能であることを確認し
た。図 1に取得した航路データの一例を示す。 

ADS-B 信号を発信していない軍用機の機体につ
いて、空港周辺地域の騒音レベルへの影響が大きい
ことから、空港近傍において騒音実測調査および飛
行している航空機の仰角測定を実施し、騒音推計に

図 1 航路データの例 



必要な NPDデータ（音源の音響パワーレベルのデータ）を取得した。 
② 広域騒音推計システムとして、FAAの Integrated Noise Modelを援用した手法を用いた。騒

音推計の際には得られた全ての航路データを代表的な 10本程度の航路に集約し、それぞれ
の代表航路に 1 日の運行本数と機種データを割り振った。この手続きにより、ベトナムの
主要 3空港（ノイバイ国際空港、ダナン国際空港、タンソンニャット国際空港）の周辺地域
におけるノイズマップを推計した。得られたノイズマップの例を図 2 と図 3 に示す。いず
れも空港毎の騒音曝露量の特徴を捉えることが出来ていることを確認した。 

③ ノイズマップの推計精度を検証するため、上記 3
空港の周辺地域において、それぞれノイバイ国際
空港で 13 軒、ダナン国際空港で 6 軒、タンソン
ニャット国際空港で 11 軒の民家の屋上等に騒音
計を設置し、1週間におよぶ騒音レベルの長期観
測を実施した。得られた実測結果か時間帯別等価
騒音レベル Ldenを算出し、推計したノイズマップ
から得られた Ldenと比較した。いずれの空港でも
精度良く推計できていることが確認できたが、ノ
イバイ空港では測定期間中に東側戦闘機である
Su-22 が飛行していたため、時間帯別等価騒音レ
ベル Ldenの実測値と推計値の誤差は 2.6dB（RMS 
Error）であった。この理由として、Integrated Noise 
Modelには Su-22のパワーレベルデータがないた
め、西側の類似機体（F-16）のデータを用いたこ
とがあげられる。そこで実測調査から得られた
Su-22 の NPD データを用いることで実測値との
誤差は 1.6dBとなり、ノイズマップ推計手法の妥当性が確認された（図 4）。 

④ ノイズマップを用いた空間分析の一手法として、空港周辺住民の航空機騒音暴露に対する
反応量を地理空間情報として分析した。当該地域に立地する住宅に居住する住民を対象に
アンケート調査を実施し、騒音曝露に対する反応量を測定し、住居の位置情報を GPSユニ
ットで測定することで反応量データベースを構築した。その後、地理情報システム上でノイ
ズマップデータと反応量データをオーバーレイすることで、空間分析により暴露反応関係
を推計することができ、ノイズマップの有用性が確認された。 

⑤ 情報公開については、まず国内の環境情報・ハザードマップについて国の調査結果がどのよ
うに公開されているか調査した結果、推計値については個別の建物が判別できない縮尺で
の公開であったが、実測値については個別の建物が十分判別できる縮尺で公開しているこ
とがわかった。その後、欧州におけるノイズマップ公開状況を調査・ヒアリングし、「何故
欧州では推計値を個別の建物が判別できる縮尺で情報公開できるか」について調査した。そ
の結果として、環境権やオーフス条約の存在が挙げられるなど、市民の環境情報へのアクセ
スに関する日欧間の顕著な差異が明らかとなった。また国内の政策学や社会学の専門家か
ら聞き取り調査を実施し、ノイズマップの情報公開に関する動向について、社会学的な見地
から情報交換を行い、欧米における現状と、国内の歴史的な情報公開の背景に関して議論
し、今後の我が国における情報公開の可能性についてまとめた。具体的には、河川法の改正
を例とした国内法の改正や、市町村レベルでの政策形成過程を経ることで実現可能である
ことがわかった。 

図 3 ダナン国際空港のノイズマップ 図 2 ハノイ国際空港のノイズマップ 

図 4 実測値と推計値の比較 
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